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○
全
員
が
保
険
料
を
納
め
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、被
保
険
者
全
員
が
所

得
な
ど
に
応
じ
て
決
め
ら
れ
る
保
険
料
を
お
住
ま
い

の
市
町
村
へ
納
め
ま
す
。原
則
と
し
て
介
護
保
険
と
同

様
に
、
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
の
額
は
、
広
域
連
合
で
決
め
、
県
内
均
一
の

保
険
料
と
な
り
ま
す
。
保
険
料
は
、被
保
険
者
１
人
当

た
り
い
く
ら
と
決
め
ら
れ
る
「
均
等
割
額
」
と
被
保
険

者
の
所
得
に
応
じ
て
決
め
ら
れ
る
「
所
得
割
額
」
を
合

計
し
て
、個
人
単
位
で
計
算
さ
れ
ま
す
。
所
得
の
低
い

方
は
、保
険
料
の
均
等
割
額
が
世
帯
の
所
得
水
準
に
あ

わ
せ
て
、
７
割
、
５
割
、
２
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、健
康
保
険
や
共
済
組
合
の
被
扶
養
者
だ
っ
た

方
に
つ
い
て
は
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
資
格
を
得

た
日
の
あ
る
月
か
ら
２
年
間
、保
険
料
の
均
等
割
額
が

５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。
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こ
の
広
報
は
、国
が
示
す
資
料
な
ど
に
基
づ
き

説
明
し
て
い
ま
す
の
で
、今
後
変
更
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
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後期高齢者医療制度の 
保険証が一人に１枚 
交付されます。 

75歳(一定の障害がある 
人は65歳)以上の人、 
全員が対象の制度です。 

給付や 
自己負担は 
老人保健と 
変わりません。 

保険料の額は、広域連合 
で決め、県内均一の 
保険料となります。 
所得の低い方は、 
世帯の所得水準に 
あわせて軽減されます。 

被保険者全員が所得などに 
応じて決められる保険料を 
町へ納めます。 
原則として年金から 
天引きされます。 


